
放課後児童クラブに関するアンケート調査結果について 

 

１． 目的 

放課後児童クラブの受入対象年齢が拡大となることに伴い，今後の利用児童の増加が見込まれるこ

とから，放課後児童クラブの利用ニーズを把握し，施設整備等も含めた放課後児童健全育成事業のあ

り方を検討するための基礎資料とするために実施。 

 

２．  調査内容 

 （１）対象者    ①就学前児童（平成２６年度就学予定の全保護者）             ４，６６４名 

             ②小学１年生～４年生までの全児童の保護者               １８，５９３名 

 （２）調査手法  全数調査（子どもの家等設置の市内６５小学校） 

 （３）実施期間  平成２５年１０月１日～１０月２３日まで 

        ※就学前児童については，就学児健康診断時に実施 

  ３． 調査結果 

（１）回答数     ①就学前児童数                 ４，１９６名（回答率約８７％） 

             ②小学１年生～４年生までの児童の保護者    １５，７８１名（回答率約８４％） 

（内訳） １年 ２年 ３年 ４年 

人数 ４，２１０ ４，０４２ ３，７９８ ３，７３１ 

   

（２）回答内訳 

  【 問２ 】 現在子どもの家を利用（未就学児については利用を希望）しているか。        （単位：名） 

対象学年 未就学児 １年 ２年 ３年 ４年 
計 

(Ｈ２７年度) （２年） （３年） （４年） （５年） （６年） 

はい 
１， ６３８ 

（３９％） 

１， ２０３ 

（２９％） 

１，０７０ 

（２６％） 

７９３ 

（２１％） 

２５７ 

（７％） 

４，９６１ 

（２５％） 

いいえ 
２，５５８ 

（６１％） 

３，００７ 

（７１％） 

３，００２ 

（７４％） 

３，００５ 

（７９％） 

３，４７４ 

（９３％） 

１５，０４６ 

（７５％） 

    ※カッコ内の数値は学年ごとの全児童数に対する割合 

【 問３ 】 【 問２ 】で「はい」と回答した方で，４年生以降での利用を希望しているか。     （単位：名） 

対象学年 未就学児 １年 ２年 ３年 ４年 
計 

(Ｈ２７年度) （２年） （３年） （４年） （５年） （６年） 

はい 
１，１９７ 

（７３％） 

９７１ 

（８１％） 

８５３ 

（８０％） 

６５５ 

（８３％） 

２２２ 

（８６％） 

３，８９８ 

（７９％） 

いいえ 
４４１ 

（２７％） 

２３２ 

（１９％） 

２１７ 

（２０％） 

１３８ 

（１７％） 

３５ 

（１４％） 

１，０６３ 

（２１％） 

※カッコ内の数値は【問２】の各人数に対する割合 

・子どもの家利用（希望）者，４，９６１名のうち約８割が，４年生以降も引き続き子どもの家を

利用したいと回答している。 

 

 

データ③ 



【 問４ 】 【 問２ 】で「いいえ」と回答したうち，現在子どもの家を利用していない理由はどれか。                                            

（単位：名） 

対象学年 未就学児 １年 ２年 ３年 ４年 
計 

(Ｈ２７年度) （２年） （３年） （４年） （５年） （６年） 

留守家庭

ではない 
― 

２，６０３ 

（８７％） 

２，４９４ 

（８３％） 

２，３６５ 

（７９％） 

２，５２７ 

（７３％） 

９，９８９ 

（８０％） 

塾や習い事 ― 
５９ 

（２％） 

１０２ 

（４％） 

１３５ 

（４％） 

２０２ 

（６％） 

４９８ 

（４％） 

民間を利用 ― 
９６ 

（３％） 

７２ 

（２％） 

６３ 

（２％） 

４５ 

（１％） 

２７６ 

（２％） 

入所できな

かった 
― 

２４ 

（１％） 

３５ 

（１％） 

２６ 

（１％） 

７１ 

（２％） 

１５６ 

（１％） 

１人で過ご

せる 
― 

３２ 

（１％） 

８７ 

（３％） 

１６６ 

（６％） 

２７５ 

（８％） 

５６０ 

（５％） 

その他 ― 
１９４ 

（６％） 

２１４ 

（７％） 

２４７ 

（８％） 

３４８ 

（１０％） 

１，００３ 

（８％） 

※カッコ内の数値は，【問２】の各人数に対する割合 

    ・子どもの家を利用していない児童１５，０４６名のうち，留守家庭であるが，他の過ごし方をして

いる割合は，約２割程度である。 


